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兵庫県内の小中高３校による「2024年度兵庫

県 NIE実践発表会」が２月６日、神戸新聞本社（神

戸市中央区）であり、教員ら約 50人が参加した。 

兵庫県 NIE推進協議会の主催。発表した３校は

甲南小学校（神戸市東灘区）、夜間中学の姫路市立

あかつき中学校、県立神戸甲北高校（神戸市北

区）。いずれも 7月３１～８月１日、神戸市内で開か

れる「第 30回 NIE全国大会神戸大会」２日目

に、他の二十数校とともに公開授業や実践発表を

行う。この日の発表は、神戸大会のリハーサルにも

似た雰囲気が漂った。 

あかつき中の伊達実教諭は、ネパールやパキス

タンなど５カ国にルーツがある 16～91歳の生徒

が在籍する中で、生活に身近なテーマの新聞記事

を活用していると紹介した。 

県内の教育関係者や新聞各社の総局長、遠くは

静岡県御前崎市の中学教員らが参加。会場は熱気

に包まれ、神戸大会まで半年を切ったことを実感

させた。 

記者講演では、神戸新聞の若手記者が阪神・淡

路大震災から 30年を迎え、記憶と教訓を語り継

ぐ大切さをテーマに講演した。 

 （神戸新聞社 NIE・NIB推進部シニアアドバイザー 

兵庫県 NIE推進協議会事務局長 三好正文） 
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いのち守る新聞、神戸から 
全国大会、パネル討議に池上彰さんら 

「第 30回 NIE全国大会神戸大会」

（７月 31日＝神戸ポートピアホテル、８

月１日＝甲南大学岡本キャンパス）の初

日の概要が固まった。開会式では世界

的指揮者の佐渡裕さん（兵庫県立芸術

文化センター芸術監督）とスーパーキッ

ズ・オーケストラが演奏、パネル討議は

「情報で、いのちを守る」をテーマに、ジ

ャーナリストの池上彰さん、古田大輔さ

んらが登壇する。 

パネル討議は、池上さんがコーディネ

ーターを、古田さん▽兵庫県立大大学院

減災復興政策研究科教授・阪本真由美

さん▽西宮市立浜脇中学校主幹教諭・

渋谷仁
よし

崇
たか

さん▽神戸新聞社論説副委員

長の長沼隆之さんの４人がパネリストを

務める。交流サイト（SNS）が内外の選挙

や児童生徒の生活に大きな影響を与え

る中、情報を主体的に読み解くメディア 

佐
渡
裕
さ
ん
Ⓒ
飯
島
隆 

２０２５年 2月２8日付神戸新聞朝刊教育面に掲載されました 

ＮＩＥ の実践例が報告された発表会＝神戸市中央区東川崎町１ 

リテラシーをどう身に付けるか、阪神・淡

路大震災から 30年の節目に災害にどう

備えるか―。NIE活動でどのように実践

するか、意見を交わす。 

スーパーキッズーは、2003年から活

動開始。全国の小学生から高校生までの

弦楽器奏者をオーディションで選抜し、佐

渡さんの指揮・指導により多様な活動を

展開している。県立芸術文化センターで

のコンサートのほか、東北や熊本の被災

地で心の復興を願う演奏会を行うなど、

全国から注目を集める。 

このほか、芥川賞作家の小川洋子さん

（西宮市）の記念講演もある。大会は日本

新聞協会が主催し、神戸新聞社と兵庫県

NIE推進協議会が主管する。大会の詳

細、参加申し込み受け付けは４月に発表

予定。 

（神戸新聞社 NIE神戸大会事務局 網 麻子） 
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